
◎初任者研修を通して、実践力や自身の人間性を高め、学んだことを授業や学級づくりに生

かしていきたい。 

◎子どもを核にしたまちづくりに向けて、明石市の施策についてもっと教養を深め、子ども

たちの指導に生かしていこうと感じた。 

◎タブレット端末は、学習の手段であって目的になってはいけないことを学んだ。 

◎一つの行為で自身や学校の信頼を失墜させることのないよう、心がけます。 

◎子どもたちや保護者から信頼してもらえるような情報管理を行っていきたい。 

◎「先生は、審判でなくコーチ」という言葉が印象に残った。子どもに安心感をもたせるこ

とができるような教員をめざしていきたい。 
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受講者の振り返り 

小学校１６名、中学校２３名、養護学校２名の計４１名

が、初任者研修を受講します。年間１６日間にわたる、明

石市独自の初任者研修が始まりました。これから「明石の

先生」として、共に学んでいきましょう。 
始まる 

５月２５日（火）の第１回は『明石の教員として』

をテーマに、ビデオ会議システムを使った開催とし

ました。 

受講した皆さんにとって、「明石市の子どもたち

を育む明石の先生」として心得ておきたい大切な事

柄について学ぶ機会になったのではないでしょう

か。この研修で学んだことを、これからの教育活動

で生かし、明石市の教育を担う人材になってほしい

と思います。 

【第１回 明石市 初任者研修の内容】 

〈午前〉「明石市の施策について」本多 弘子 課長兼係長 

「ロイロノートの活用について」矢野 祐之 主任指導主事 

〈午後〉「コンプライアンス及びリスクマネジメント」土井 健太郎 法務担当課長 

「情報モラル」（株）NIT 情報技術推進ネットワーク 筒崎 眞美 執行役員 

「子どもの人権を大切にした学級づくり・授業づくり」元三木市公立幼稚園・小中学校長 春川 政信 先生 

ビデオ会議システムで研修を進める初任者  

初任者研修担当 

矢野主任指導主事 

「明石の先生」になるために… 


